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日本台湾学会 

第 27 回学術大会 分科会プログラム 
 

 

 

日時：2025年 5月 25日（日） 

 

会場：関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス  

G 号館  3 階  324, 325, 326教室 （別紙 6. 参照） 

Webex オンライン会場情報（別紙 7. 参照） 

 

 

時間帯 G号館 324教室 G号館 326教室 G号館 325教室 

Ⅰ 

9:30～

11:20 

第 1分科会 

企画 

（ジェンダー・文学） 

第 2分科会 

自由論題 

（都市計画／環境政策 

第 3分科会 

自由論題 

（文学） 

Ⅱ 

12:30～

14:20 

第 4分科会 

自由論題 

（文学） 

第 5分科会 

企画 

（歴史学・政治学） 

第 6分科会 

自由論題 

（文化人類学／考古学） 

Ⅲ 

14:40～

16:30 

第 7分科会 

自由論題 

（文学） 

第 8分科会 

企画 

（歴史学・政治学） 

第 9分科会 

企画 

（人類学） 

 

※ 326教室の時間帯Ⅱ・Ⅲ（第 5・8分科会）は 2セッション企画 

 

 会員、非会員を問わず、分科会にご参加の方は Peatixにて参加登録をし、参加費 2,000円をお

支払いください（別紙 7. 参照）。 
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《 第Ⅰ部 9:30～11:20 》 

 

◇第 1分科会（ジェンダー・文学） 1セッション企画 

 

マイノリティの「性」を歴史の中に置き直す：ノンフィクションとフィクションの視点から 

◎企画責任者：橋本恭子（日本社会事業大学） 

◎座長：鈴木賢（明治大学） 

◎報告： 

・橋本恭子（日本社会事業大学） 

「老いたるマイノリティ女性の声を聞く 

――二つのオーラルヒストリー『阿媽的女朋友』と『茶室女人心』による文学史の補完」 

・劉靈均（大阪公立大学） 

「そこには「同志」がいたのか？――林孟寰劇作『同棲時間』『ミラクルライフ歌舞伎町』

における「日台友好」と在日台湾人華僑」 

 

◎コメンテーター：魚住悦子（台湾原住民文学研究者）、三須祐介（立命館大学） 

 

 

◇第 2分科会（都市設計・環境政策） 自由論題 

 

◎座長：清水麗（麗澤大学） 

◎報告： 

・三文字昌也（東京大学） 

「日本統治時代の台南における盛り場の形成と都市計画の思想」 

・寺尾忠能（日本貿易振興機構アジア経済研究所） 

「権威主義体制下の台湾における環境政策の生成と転換」 

 

◎コメンテーター：洪郁如（一橋大学）、萩原豪（高崎商科大学） 

 

 

◇第 3分科会（文学） 自由論題 

 

◎座長：冨田哲（淡江大学） 

◎報告： 

・沼崎一郎（東北大学） 

「ポスト／インペリアルな眼に映る台湾と日本 

――司馬遼太郎『台湾紀行』と乃南アサ『美麗島紀行』を比較して」 

・呉頴濤（大阪大学） 

「侯孝賢の『珈琲時光』とその受容」 

 

◎コメンテーター：和泉司（東洋大学）、菅原慶乃（関西大学） 
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《 第Ⅱ部 12:30～14:20 》 

 

◇第 4分科会（文学） 自由論題 

 

◎座長：豊田周子（名城大学） 

◎報告： 

・謝惠貞（文藻外語大学） 

「在日台湾人作家李琴峰『ポラリスが降り注ぐ夜』研究 

――コミュニティの視点から見た LGBTQ+における「内離」感情」 

・岸川あゆみ（名古屋大学・院生） 

「張系國「香蕉船」におけるバナナボート表象――環太平洋的視野に見る冷戦期台湾」 

 

◎コメンテーター：張文菁（愛知県立大学）、王惠珍（国立清華大学） 

 

 

◇第 5分科会（歴史学・政治学） 2セッション企画 

 

台湾出兵再考――近代東アジア世界の形成と台湾 

第 1セッション 台湾出兵の政策決定と派兵プロセスの検証 

◎企画責任者：野嶋剛（大東文化大学） 

◎座長：春山明哲（早稲田大学） 

◎報告： 

・松永正義（一橋大学） 

「台湾出兵の目的――日本の台湾認識・植民地認識の視点から」 

・後藤新（武蔵野大学） 

「台湾出兵の決定過程－琉球人遭難殺害事件から出兵の決定まで」 

 

◎コメンテーター：春山明哲（早稲田大学） 

 

 

◇第 6分科会（文化人類学・考古学） 自由論題 

 

◎座長：唐顥芸（同志社大学） 

◎報告： 

・角南聡一郎（神奈川大学） 

「台湾における考古学・物質文化研究の形成と発展」 

・中生勝美（桜美林大学）  

「新発見、千々岩助太郎のフィールド動画」  

 

◎コメンテーター：上水流久彦（県立広島大学）、角南聡一郎（神奈川大学）  
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《 第Ⅲ部 14:40～16:30 》 

 

◇第 7分科会（文学） 自由論題 

 

◎座長：豊田周子（名城大学） 

◎報告： 

・西端彩(立命館大学) 

「黄春明が描くその時代と歴史の記憶――「日本」表象に着目して」 

 

◎コメンテーター：垂水千恵（横浜国立大学） 

 

 

◇第 8分科会（歴史学・政治学） 2セッション企画 

 

台湾出兵再考――近代東アジア世界の形成と台湾 

第 2セッション 台湾出兵と国際社会 

◎企画責任者：野嶋剛（大東文化大学） 

◎座長：春山明哲（早稲田大学） 

◎報告： 

・望月直人（琉球大学） 

「『至大久保所説公法・万国公法』―『台湾出兵事件』交渉における『万国公法』の分析」 

・羽根次郎（明治大学） 

「1873年副島渡清における中国対日外交とテクノロジー」 

 

◎コメンテーター：野嶋剛（大東文化大学） 

 

 

◇第 9分科会（人類学） 1セッション企画 

 

「義愛公開基百年祈安巡禮大典」共同調査報告 

◎企画責任者：藤野陽平（北海道大学） 

◎座長：三尾裕子（慶應義塾大学） 

◎報告： 

・遠藤協（三叉路フィルム） 

「『台湾の神』になった日本人 民族誌映像で見る義愛公信仰」 

・三尾裕子（慶應義塾大学）・藤野陽平（北海道大学）・林定緯（東京外国語大学・院生） 

「100年を迎えた義愛公信仰 信仰、儀礼、ネットワーク」 

 

◎コメンテーター：五十嵐真子（文化人類学研究者）、陳宣聿（東京理科大学） 


